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　徳
大
が
新
し
い
学
部
編
成
に
な
る

こ
と
の
趣
旨
や
発
展
性
等
は
、
と
て

も
興
味
深
く
拝
読
し
ま
し
た
。
た
だ
、

現
在
の
在
校
生
が
こ
の
先
・
・
・
に

少
し
不
安
を
感
じ
な
が
ら
、
読
み
進

め
ま
し
た
。

　
ご
意
見
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
徳
島
大
学
で
は
来
年
度
か

ら
、
新
学
部
が
発
足
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
体
制
は
「
平
成
28
年
度
入
学
の

学
生
」
か
ら
適
応
さ
れ
、
現
在
在
学

し
て
い
る
総
合
科
学
部
お
よ
び
工
学

部
の
学
生
に
関
し
て
は
、
入
学
時
の

体
制
が
卒
業
ま
で
き
ち
ん
と
確
保
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
の
講
義
も
全
て
保
証
さ
れ
ま
す

し
、
卒
業
に
関
わ
る
単
位
の
内
訳
等

も
入
学
時
の
ま
ま
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

従
っ
て
数
年
間
は
、
新
旧
2
種
類
の

学
部
や
学
科
が
並
行
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
大
学
院
に
関
し
て
は
、
来
年
度
入

学
の
学
生
が
卒
業
す
る
、
４
年
後
の

平
成
32
年
度
を
め
ど
に
、
新
し
い
組

織
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
予
定

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
新
学
部
の
良
い
と
こ

ろ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
現
在
の

体
制
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創

生
推
進
事
業（
C
O
C
プ
ラ
ス
）」（
文
部
科

学
省
：
大
学
教
育
再
生
戦
略
推
進
費
）

に
、徳
島
大
学
が
申
請
大
学
と
し
て
提

案
し
て
い
た「
と
く
し
ま
元
気
印
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
H
27

～
31
年
度
事
業
）が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
C
O
C
プ
ラ
ス
は
、大
学
が
地
方
公
共

団
体
や
企
業
等
と
協
働
し
、魅
力
あ
る

就
職
先
を
創
出
･
開
拓
す
る
と
と
も
に
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材
育
成
に
必

要
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行
う

取
組
の
支
援
に
よ
り
、地
方
創
生
の
中

心
と
な
る「
ひ
と
」を
地
方
に
集
積
す
る

事
業
で
す
。

　
県
内
の
大
学
や
高
等
専
門
学
校
、自

治
体
、企
業
、団
体
、N
P
O
等
計
35
機

関
に
よ
る
事
業
協
働
体
を
形
成
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
緊
密
な
連

携
の
も
と
、チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
方
式
を
取

り
入
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
は
じ
め

と
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
雇

用
創
出
に
取
り
組
み
、事
業
終
了
ま
で
の

５
年
間
で
学
生
の
県
内
就
職
率
10
％
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

地
元
就
職
率
向
上
に
向
け
た

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

地
域
理
解
の
た
め
の
教
育

　
平
成
28
年
度
の
入
学
生
か
ら
、地
域

の
文
化
や
地
域
へ
の
理
解
･
愛
着
を
深

め
る
地
域
志
向
科
目
を
全
員
が
履
修
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。総
合
科
学
部
、理

工
学
部
、生
物
資
源
産
業
学
部
の
学
生

は
、全
学
共
通
教
育
に
新
設
さ
れ
る「
地

域
科
学
教
育
科
目
群
」か
ら
１
科
目
以

上
、医
学
部
、歯
学
部
、薬
学
部
の
学
生

は
、「
地
域
科
学
教
育
科
目
群
」以
外
の

科
目
群
又
は
専
門
科
目
に
設
け
た「
地

域
志
向
指
定
科
目
」か
ら
１
科
目
以
上

を
履
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

　
本
学
や
徳
島
県
の
強
み
を
活
か
し
、

県
内
で
雇
用
創
出
と
就
職
率
向
上
が
期

待
で
き
る
①
次
世
代
技
術（
L
E
D
・
自

動
車
・ロ
ボ
ッ
ト
等
）、②
地
域
医
療
･
福
祉
、

③
６
次
産
業
化
、④
地
域
づ
く
り
･
観

光（
I
C
T
活
用
を
含
む
）の
４
つ
の
分
野
に

合
わ
せ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、分
野
毎

に
連
携
し
て
開
発
し
ま
す
。

　
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
専
門
教
育

や
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
チ
ュ
ー
ト
リ
ア

ル
方
式
を
取
り
入
れ
、教
員（
ド
ン
）が
少

人
数
の
学
生
を
担
当
し
て
、受
入
先
企

業
の
メ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、事
前
学
習

か
ら
事
後
の
振
り
返
り
ま
で「
課
題
・
レ

ポ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
」を
繰
り
返
す

「
寺
子
屋
式
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」を
開

発
し
ま
す
。

﹃
元
気
印
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
﹄の
育

成　
こ
れ
ら
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
、

今
年
度
か
ら
試
行
中
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
･
パ
ス
ポ
ー
ト
」、地
元
で
活
躍
す
る

各
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
や
O
B
･
O
G

を
講
師
と
し
た「
キ
ャ
リ
ア
教
育
科

目
」な
ど
に
よ
り
、地
域
を
支
え
る「
４

つ
の
能
力
」（
①
地
域
文
化
や
地
域
へ
の
理

解
･
愛
着
、②
当
該
業
種
に
必
要
な
専
門
分

野
の
知
識
・
理
解
、③
明
確
な
職
業
人
意
識
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、④
課
題
に
挑
戦
す
る

元
気
・
覇
気
）と
、長
期
的
な
人
生
設
計

に
向
け
た「
２
つ
の
確
信
」（
①
地
域
の
将

来
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
、②
地
域
で
暮
ら
す
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
）を
備
え
た『
元
気
印
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
』を
育
成
し
ま
す
。

県
内
高
等
教
育
機
関
と
の
協
働
事
業

　
地
域
産
業
界
リ
ー
ダ
ー
や
地
域
で

活
躍
す
る
O
B
･
O
G
を
講
師
と
し

た
協
働
講
座
、高
校
生
を
対
象
と
し

た
進
学
説
明
会
、学
生
･
父
兄
を
対

象
と
し
た
合
同
就
職
説
明
会
な
ど
を

実
施
し
、学
生
の
県
内
就
職
率
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

雇
用
創
出

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、徳
島
県
が
地
方

創
生
に
向
け
挙
県
一
致
で
取
り
組
む
べ
く
、

昨
年
７
月
に
策
定
し
た「
v
s
東
京『
と

く
し
ま
回
帰
』総
合
戦
略
」（
５
年
計
画
）の

中
核
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、産
学
官

連
携
に
よ
る
政
策
的
な
支
援
や
若
者
定

着
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
C
O
C
プ
ラ
ス
）

と
く
し
ま
元
気
印
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

地域貢献9
月
20
日

徳
島
大
学
医
学
部
柔
道
部
、

全
医
体
優
勝
！

　
今
年
８
月
の
第
67
回
西
日
本
医
科
学

生
総
合
体
育
大
会
で
の
優
勝
に
続
き
、

9
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第
49
回
全
日
本

医
科
学
生
体
育
大
会
王
座
決
定
戦
に
お

い
て
も
、
徳
島
大
学
医
学
部
柔
道
部
が

優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

　
本
大
会
の
参
加
校
は
全
6
校
で
、
ま

ず
3
チ
ー
ム
ず
つ
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

1
位
校
同
士
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
徳
島
大
学
は
リ
ー
グ
戦
に
て
自
治

医
科
大
学
、
群
馬
大
学
、
決
勝
戦
で
は

東
海
大
学
を
破
り
、
見
事
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

10
月
10
日

徳
島
大
学
生
物
資
源
産
業
学
部
新
設

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
徳
島
大
学
は
平
成
28
年
4
月
に
新
設

す
る
「
生
物
資
源
産
業
学
部
」
の
キ
ッ

ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
徳
島
か
ら
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
日
本
を
元
気

に
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
報

告
の
後
、
新
学
部
の
概
要
及
び
入
試
説

明
が
あ
り
、
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
生
物
資
源
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
の
方
策
に
つ
い
て
討
論
が

行
わ
れ
、
「
6
次
産
業
化
の
実
現
に
は

地
域
の
生
物
資
源
を
見
直
し
、
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
」
「
経
営
感
覚
を
持
ち
、

Ｉ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ハ
イ
テ

ク
農
業
を
生
み
出
す
人
材
を
期
待
す

る
」
「
最
近
は
安
定
志
向
の
学
生
が
多

い
が
、
新
産
業
を
創
出
す
る
た
め
に
は

リ
ス
ク
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
よ
う
な

学
生
を
養
成
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
新

学
部
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
校
生
や
県
関
係
者
ら
約
3
2
0
人

が
参
加
し
、
新
学
部
の
狙
い
や
将
来
像

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
31
日
～
11
月
1
日

徳
島
大
学
常
三
島
祭
、
蔵
本
祭
を
開
催

　
徳
島
大
学
常
三
島
祭
と
蔵
本
祭
は
、

学
生
同
士
の
つ
な
が
り
や
交
流
を
深
め
、

地
域
の
方
々
に
も
本
学
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
、
今
年
で
常
三
島
祭
は
63
回
目
、
蔵

本
祭
は
31
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
常
三
島
・
蔵
本
の
両
キ
ャ

徳
島
大
学
理
事（
地
域
連
携
担
当
）

副
学
長

徳
島
大
学
地
域
連
携
戦
略
室
長

吉
田 

和
文
（
よ
し
だ 

か
ず
ふ
み
）

常三島祭
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第
14
回
特
別
展
で
は
、
大
正
･
昭

和
期
の
社
会
改
良
家
で
あ
り
、
生
活
協

同
組
合
運
動
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
分
野

で
も
偉
大
な
功
績
を
残
し
た
世
界
の

偉
人
賀
川
豊
彦
（
一
八
八
八
～
一
九
六
〇
）

を
取
り
上
げ
、
と
り
わ
け
賀
川
豊
彦
と

徳
島
と
の
関
わ
り
に
焦
点
を
合
わ
せ

て
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。
賀
川
豊
彦

は
神
戸
生
れ
で
す
が
、
４
歳
の
と
き
に

両
親
と
死
別
し
て
、
徳
島
の
父
の
実
家

に
引
き
取
ら
れ
て
以
来
、
旧
吉
野
川
流

域
の
大
自
然
に
よ
っ
て
鋭
い
感
性
を

磨
き
、
の
ち
に
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ

ル
文
学
賞
候
補
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど

に
優
れ
た
著
作
も
数
多
く
遺
し
て
い

ま
す
。
彼
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
徳
島
こ

そ
本
当
の
「
ふ
る
さ
と
」
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
展
示
期
間

中
の
11
月
20
日
（
金
）
に
は
、
そ
の
賀

川
豊
彦
晩
年
の
大
作
『
宇
宙
の
目
的
』

（
一
九
五
八
年
）
を
二
〇
一
四
年
に
初
め

て
英
訳
し
た
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
大

学
博
士
の
ト
マ
ス
・
ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
ス
氏
を
招
聘
し
て
、
日
亜
会

館
２
階
講
義
室
で
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
15
歳
の
時
、
米
国
の
宣
教
師

か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
た

賀
川
豊
彦
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
体
験

を
通
し
て
、
自
分
の
生
き
る
根
拠
、
近

代
日
本
の
行
方
、
さ
ら
に
は
宇
宙
の
目

的
を
模
索
し
な
が
ら
、「
宇
宙
意
志
に

同
化
す
る
こ
こ
ろ
」
を
熱
望
し
て
、
自

ら
の
人
生
哲
学
を
打
ち
立
て
た
こ
と

を
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
氏
は
あ
ふ
れ

る
ば
か
り
の
情
熱
を
持
っ
て
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
芸
術
的
に
宇
宙

を
見
る
」
と
い
う
こ
と
が
今
回
の
講
演

の
主
張
で
あ
り
、「
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

全
体
か
ら
見
る
」
姿
勢
の
必
要
性
を
論

じ
ら
れ
て
、
現
代
社
会
に
大
切
な
も
の

を
示
唆
し
て
く
だ
さ
っ
た
有
益
な
講

演
で
し
た
。

第
15
回
特
別
展
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
使
っ
た
展
示
会
で
あ

り
、
総
合
科
学
部
の
地
域
科
学
を
専
門

と
す
る
数
人
教
員
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
津
波
浸
水
深
度
仮
想
体
験
装

置
は
以
前
か
ら
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
等

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
注
目
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
展
示
会
で

は
こ
れ
ま
で
と
は
ま
た
違
う
角
度
か

ら
そ
の
体
験
装
置
の
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
ガ
レ
リ

ア
新
蔵
展
示
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
14
回 

特
別
展

﹁
賀
川
豊
彦
と
ふ
る
さ
と
徳
島
﹂
展
示
会

平
成
27
年
9
月
10
日（
木
）～
12
月
10
日（
木
）

第
15
回 

特
別
展

Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
）と
表
現
　
開
催
中

平
成
27
年
12
月
18
日（
金
）～
平
成
28
年
2
月
26
日（
金
）

徳島大学公式アプリを公開
大学公式アプリは、iPhoneやiPadから、簡単
に大学情報にアクセスすることができ、受験生
や在学生、保護者や地域の方々にとっても大
変便利なツールです。是非ご活用ください。

iPhone
iPad
の場合

Android
の場合

ホテルサンルート徳島
〒770-0834 徳島市元町1丁目5-1
Tel.088-653-8111 / Fax.088-653-9888

シングル ¥7,020~
ツイン ¥12,960~

ン
パ
ス
で
は
、
学
生
に
よ
る
様
々
な
企

画
が
行
わ
れ
、
模
擬
店
も
多
数
出
店
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
地
域
住
民
の
方

に
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、
学
生
た

ち
と
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う

で
し
た
。

11
月
2
日

留
学
生
文
化
理
解
促
進
の
た
め
の
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実
施

　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
留
学
生
文
化
理

解
促
進
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
国

際
教
育
支
援
協
会
の
支
援
に
よ
り
行
わ

れ
る
事
業
で
す
。
今
回
は
「
外
国
人
留

学
生
と
日
本
人
学
生
・
地
域
住
民
が
と

も
に
学
ぶ
徳
島
の
文
化
」
の
テ
ー
マ
で
、

本
学
外
国
人
留
学
生
24
名
、
日
本
人
学

生
（
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
）
8
名
、
お
よ
び

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
3
名
が
参
加
し
、
渦

の
道
、
藍
の
館
（
藍
染
め
体
験
）
、
大
塚

製
薬
板
野
工
場
（
医
薬
品
と
食
品
工
場
見

学
）
、
大
塚
能
力
開
発
研
究
所
を
見
学

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
藍
染
め
の
美

し
い
仕
上
が
り
に
感
心
し
、
工
場
の
見

学
で
は
最
新
鋭
の
生
産
ラ
イ
ン
を
熱
心

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
4
日

若
手
研
究
者
学
長
表
彰
制
度
に
よ
る
学

長
表
彰
式
を
挙
行

　
若
手
研
究
者
学
長
表
彰
制
度
に
よ
る

学
長
表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
本

表
彰
制
度
は
、
若
手
研
究
者
の
研
究
能

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
若
手
研

究
者
が
自
立
し
て
研
究
で
き
る
環
境
の

整
備
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

40
歳
未
満
の
特
に
優
れ
た
若
手
研
究
者

を
表
彰
し
、
研
究
支
援
費
を
授
与
す
る

も
の
で
す
。
10
回
目
と
な
る
今
年
度
は

学
内
部
局
長
等
か
ら
18
名
の
推
薦
が
あ

り
、
研
究
業
績
、
将
来
性
を
総
合
的
に

評
価
し
た
結
果
、
5
名
を
表
彰
し
、
学

長
か
ら
賞
状
と
研
究
支
援
経
費
と
し
て

1
0
0
万
円
の
支
給
目
録
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
後
に
は
、
学
長
、
理
事
、
部
局
長

と
受
賞
者
が
懇
談
し
、
受
賞
者
か
ら
研

究
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
研

究
環
境
の
支
援
の
必
要
性
に
関
し
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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